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(54)【発明の名称】 電子血圧計

(57)【要約】
【課題】  血圧情報を圧縮して記憶することにより、よ
り多くの血圧情報を記憶すること。
【解決手段】  少なくとも最高血圧値と最低血圧値及び
脈拍数からなる血圧情報を測定する血圧測定手段１と、
最高血圧値と脈拍数もしくは最低血圧値と脈拍数との差
を算出しデータを圧縮する差分圧縮手段４と、差分圧縮
手段によって圧縮されたデータを複数回分記憶する記憶
手段２を備えたものである。これによって、記憶データ
を圧縮することができるので、記憶に要する領域を小さ
くすることができ、より多くの血圧情報を記憶すること
ができる。また、記憶に要する時間も短縮できるため、
記憶手段の部品の寿命を延ばすことができ、また電池の
寿命も延ばすことができる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  少なくとも最高血圧値と最低血圧値及び
脈拍数からなる血圧情報を測定する血圧測定手段と、最
高血圧値と脈拍数もしくは最低血圧値と脈拍数との差を
算出しデータを圧縮する差分圧縮手段と、前記差分圧縮
手段によって圧縮されたデータを複数回分記憶する記憶
手段とを備えた電子血圧計。
【請求項２】  少なくとも最高血圧値と最低血圧値から
なる血圧情報を測定する血圧測定手段と、前記血圧情報
を結合し一つのデータに圧縮する結合圧縮手段と、前記
結合圧縮手段によって結合されたデータを複数回分記憶
する記憶手段とを備えた電子血圧計。
【請求項３】  電源をＯＦＦする電源ＯＦＦ手段と、少
なくとも最高血圧値と最低血圧値からなる血圧情報の測
定を開始する測定開始手段と、前記測定開始手段により
血圧情報を測定する血圧測定手段と、測定終了毎に一回
以上の血圧情報を一時的に記憶する揮発性記憶手段と、
前記電源ＯＦＦ手段により電源ＯＦＦ操作をしてから電
源を遮断するまでにディレイを設けるディレイ手段と、
前記ディレイ中に前記揮発性記憶手段の内容を全て記憶
する書き換え可能な不揮発性記憶手段とを備えた電子血
圧計。
【請求項４】  電源のＯＦＦと血圧測定の開始を兼用す
るＳＷ手段と、少なくとも最高血圧値と最低血圧値から
なる血圧情報を測定する血圧測定手段と、前記ＳＷ手段
により電源ＯＦＦ操作をしてから電源を遮断するまでに
ディレイを設けるディレイ手段と、前記ディレイ中に前
記ＳＷ手段により測定開始されたときは、前記血圧測定
手段により測定された血圧情報は記憶せず、前記ディレ
イ中に前記ＳＷ手段により測定開始されなかったとき
は、前記血圧測定手段により測定された血圧情報を記憶
する選別記憶手段とを備えた電子血圧計。
【請求項５】  少なくとも最高血圧値と最低血圧値から
なる血圧情報を測定する血圧測定手段と、前記血圧情報
を一つ以上記憶する記憶手段と、前記記憶手段の一部、
または全てを送信するデータ送信手段を備え、前記デー
タ送信手段は、前記記憶手段に記憶された血圧情報の新
しいものから送信することを特徴とした電子血圧計。
【請求項６】  少なくとも最高血圧値と最低血圧値から
なる血圧情報を測定する血圧測定手段と、前記血圧情報
を一つ以上記憶する記憶手段と、送信を指示する送信指
示手段と、前記送信指示手段が一定期間押し続けか否か
を判定する押し続け判定手段と、前記押し続け判定手段
により押し続けでないと判定されたときには、前記記憶
手段の内容を一つずつ読み出すデータ読み出し手段と、
前記データ読み出し手段により読み出された内容を送信
する毎データ送信手段と、前記押し続け判定手段により
押し続けと判定されたときには、前記記憶手段に記憶さ
れている血圧情報を全て送信する全データ送信手段とを
備えた電子血圧計。
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【請求項７】  少なくとも最高血圧値と最低血圧値から
なる血圧情報を測定する血圧測定手段と、前記血圧情報
を結合し一つのデータに圧縮する結合圧縮手段と、前記
結合圧縮手段によって結合されたデータを送信するデー
タ送信手段とを備えた電子血圧計。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は電子血圧計に関する
ものである。
【０００２】
【従来の技術】従来、電子血圧計は、図１２に示すよう
に、血圧情報を測定する血圧測定手段１と、測定された
血圧情報を記憶する記憶手段２を備え、記憶手段２はＥ
ＥＰＲＯＭ等の不揮発性記憶装置で構成されている。そ
して、血圧を測定する毎に測定した血圧情報は全て記憶
手段２に記憶されることから、過去に測定した血圧情報
をいつでも読み出して知ることができるようになってい
た。
【０００３】また、通信機能付きの電子血圧計では、図
１３に示すように、データ送信手段３が備わり、記憶手
段２に記憶された血圧情報を古いものから全て送信する
ことができるようになっていた。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、記憶装
置の記憶容量は有限であり、記憶できる血圧情報の記憶
数も限られていた。そのため、従来の電子血圧計では、
記憶数を増やそうとすると、より記憶容量の大きい記憶
装置を使用する必要があり、コストアップにつながって
いた。
【０００５】さらに、測定した血圧情報が測定毎に無条
件に全て記憶されてしまうことから、測定ミス等で記憶
したくないデータまで記憶されてしまうことになり、非
常に使い勝手が悪かった。
【０００６】さらに、通信機能付きの電子血圧計では、
常に記憶されているデータが全て送信されてしまうた
め、通信に時間がかかると同時に、不必要なデータまで
送信され、非常に使い勝手が悪かった。
【０００７】また、常に古いデータから送信されるた
め、最近のデータを欲したときには、そのデータを得る
までに非常に時間を要していた。
【０００８】
【課題を解決するための手段】本発明は、上記課題を解
決するために、少なくとも最高血圧値と最低血圧値、及
び脈拍数からなる血圧情報を測定する血圧測定手段と、
最高血圧値と脈拍数、もしくは最低血圧値と脈拍数との
差を算出しデータを圧縮する差分圧縮手段と、前記差分
圧縮手段によって圧縮されたデータを複数回分記憶する
記憶手段とを備えたものである。
【０００９】上記発明によれば、記憶データを圧縮し、
小さくできることから、記憶に要する領域を小さくする



(3) 特開２００２－４５３４１

10

20

30

40

50

3
ことができるため、より多くの血圧情報を記憶すること
ができる。また、記憶に要する時間も短縮できるため、
記憶手段の部品の寿命が延びることになり、また電池の
寿命も延びることになる。
【００１０】
【発明の実施の形態】本発明は、少なくとも最高血圧値
と最低血圧値、及び脈拍数からなる血圧情報を測定する
血圧測定手段と、最高血圧値と脈拍数、もしくは最低血
圧値と脈拍数との差を算出しデータを圧縮する差分圧縮
手段と、前記差分圧縮手段によって圧縮されたデータを
複数回分記憶する記憶手段とを備えたものである。
【００１１】そして、記憶データを圧縮し、小さくでき
ることから、記憶に要する領域を小さくすることができ
るため、より多くの血圧情報を記憶することができる。
また、記憶に要する時間も短縮できるため、記憶手段の
部品の寿命を延ばすことができ、また電池の寿命も延ば
すことができる。
【００１２】さらに、少なくとも最高血圧値と最低血圧
値からなる血圧情報を測定する血圧測定手段と、前記血
圧情報を結合し一つのデータに圧縮する結合圧縮手段
と、前記結合圧縮手段によって結合されたデータを複数
回分記憶する記憶手段とを備えたものである。
【００１３】そして、それぞれの血圧情報を結合させて
一つのデータとすることで、記憶に要する領域をより小
さくすることができるため、より多くの血圧情報を記憶
することができる。また、記憶に要する時間も短縮でき
るため、記憶手段の部品の寿命を延ばすことができ、ま
た電池の寿命も延ばすことができる。
【００１４】さらに、電源をＯＦＦする電源ＯＦＦ手段
と、少なくとも最高血圧値と最低血圧値からなる血圧情
報の測定を開始する測定開始手段と、前記測定開始手段
により血圧情報を測定する血圧測定手段と、測定終了毎
に一回以上の血圧情報を一時的に記憶する揮発性記憶手
段と、前記電源ＯＦＦ手段により電源ＯＦＦ操作をして
から電源を遮断するまでにディレイを設けるディレイ手
段と、前記ディレイ中に前記揮発性記憶手段の内容を全
て記憶する書き換え可能な不揮発性記憶手段とを備えた
ものである。
【００１５】そして、測定毎にはＲＡＭ等の揮発性記憶
手段に一時的に記憶しておき、電源ＯＦＦしたときにそ
れまでの血圧情報を全て一回で不揮発性記憶手段に記憶
することから、不揮発性記憶手段への記憶回数も減り、
不揮発性記憶手段の部品寿命も延ばすことができ、また
電池の寿命も延ばすことができる。
【００１６】さらに、電源のＯＦＦと血圧測定の開始を
兼用するＳＷ手段と、少なくとも最高血圧値と最低血圧
値からなる血圧情報を測定する血圧測定手段と、前記Ｓ
Ｗ手段により電源ＯＦＦ操作をしてから電源を遮断する
までにディレイを設けるディレイ手段と、前記ディレイ
中に前記ＳＷ手段により測定開始されたときは、前記血
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圧測定手段により測定された血圧情報は記憶せず、前記
ディレイ中に前記ＳＷ手段により測定開始されなかった
ときは、前記血圧測定手段により測定された血圧情報を
記憶する選別記憶手段とを備えたものである。
【００１７】そして、一旦電源ＯＦＦ後に再測定した場
合には、再測定前の血圧情報は記憶しないとすること
で、血圧を測定した後、その測定中に体や腕、手首等を
動かした等で測定失敗と考えられたときには、再度測定
開始を行うことから、そのときの失敗した不要な血圧情
報を記憶することなく、必要な情報のみ記憶することが
でき、使い勝手が向上する。
【００１８】さらに、少なくとも最高血圧値と最低血圧
値からなる血圧情報を測定する血圧測定手段と、前記血
圧情報を一つ以上記憶する記憶手段と、前記記憶手段の
一部、または全てを送信するデータ送信手段を備え、前
記データ送信手段は、前記記憶手段に記憶された血圧情
報の新しいものから送信することを特徴としたものであ
る。
【００１９】そして、新しい血圧情報から送信されるこ
とで、最近のデータを即座に知ることができ、使い勝手
が向上する。
【００２０】さらに、少なくとも最高血圧値と最低血圧
値からなる血圧情報を測定する血圧測定手段と、前記血
圧情報を一つ以上記憶する記憶手段と、送信を指示する
送信指示手段と、前記送信指示手段が一定期間押し続け
か否かを判定する押し続け判定手段と、前記押し続け判
定手段により押し続けでないと判定されたときには、前
記記憶手段の内容を一つずつ読み出すデータ読み出し手
段と、前記データ読み出し手段により読み出された内容
を送信する毎データ送信手段と、前記押し続け判定手段
により押し続けと判定されたときには、前記記憶手段に
記憶されている血圧情報を全て送信する全データ送信手
段とを備えたものである。
【００２１】そして、送信指示手段を設け、その操作に
よってデータを送信できることから、必要な分のデータ
のみを送信することができ、使い勝手が向上する。ま
た、送信指示手段の押し続けによって、全データを送信
することができることから、容易に全てのデータを送信
することができ、使い勝手が向上する。
【００２２】さらに、少なくとも最高血圧値と最低血圧
値からなる血圧情報を測定する血圧測定手段と、前記血
圧情報を結合し一つのデータに圧縮する結合圧縮手段
と、前記結合圧縮手段によって結合されたデータを送信
するデータ送信手段とを備えたものである。
【００２３】そして、それぞれの血圧情報を結合して、
一つのデータとし、これを送信することで、送信に要す
る時間が短縮でき、使い勝手が向上する。
【００２４】
【実施例】以下本発明の実施例について図面を用いて説
明する。
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【００２５】（実施例１）図１は本発明の実施例１の電
子血圧計の構成ブロック図である。１は、最高血圧値や
最低血圧値、脈拍数を含む血圧情報を測定する血圧測定
手段である。
【００２６】４は、血圧測定手段１によって測定された
最高血圧値と脈拍数、もしくは最低血圧値と脈拍数との
差を算出する差分圧縮手段である。また、２は、差分圧
縮手段４によって圧縮されたデータを記憶するものであ
る。
【００２７】次に動作・作用について説明する。一般的
に電子血圧計の場合、最高血圧値及び最低血圧値の測定
範囲は、０～２８０mmHg、脈拍数は４０～２００回／分
となっている。ここで、これら血圧情報を記憶しようと
すると、従来、図２のように最高血圧値及び最低血圧値
はそれぞれ２byte、脈拍数は１byteの記憶領域を必要と
しており、一回の測定結果に要する記憶容量は５byteと
なる。例えば、これら血圧情報を記憶する記憶装置の記
憶容量が１２８byte（１０２４bit）とすると、最大に
記憶できる記憶数は２５となる。
【００２８】ここで、最高血圧値と脈拍数の差、もしく
は最低血圧値と脈拍数との差を算出すると、その差の絶
対値は０～２４０となり、１byteに収まることになる。
また、別に差の符号を１bitとして表すと、一回の測定
結果は図３のように合計４byte＋１bitとなる。このと
き、前述と同じ１２８byteの記憶装置に記憶する場合
は、最大３１回分の血圧情報を記憶することができるこ
とになる。このことから、より多くの血圧情報を記憶す
ることができ、また、記憶に要する時間も短縮できるた
め、記憶手段の部品の寿命を延ばすことができ、また電
池の寿命も延ばすことができる。
【００２９】なお、図３では、最高血圧値と脈拍数の差
を算出してデータ圧縮しているが、最低血圧値と脈拍
数、もしくはこの両方のデータを圧縮してもよい。
【００３０】また、記憶する血圧情報を最高血圧値・最
低血圧値・脈拍数の３種類のみとしたが、この発明はこ
の３種類のみに限ったものではない。
【００３１】（実施例２）図４は本発明の実施例２の電
子血圧計の構成ブロック図である。
【００３２】１は、少なくとも最高血圧値と最低血圧値
を測定する血圧測定手段であり、５は、それぞれの血圧
情報を結合し、一つのデータとして圧縮する結合圧縮手
段である。２は、結合圧縮手段５によって結合されたデ
ータを記憶する記憶手段である。
【００３３】ここで、血圧測定手段によって測定する血
圧情報を最高血圧値と最低血圧値、脈拍数と仮定して説
明する。
【００３４】実施例１にも記載したが、一般的に電子血
圧計は、最高血圧値及び最低血圧値の測定範囲が０～２
８０mmHg、脈拍数は４０～２００回／分となっているこ
とから、これらデータの記憶に必要な領域は、それぞれ
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９bit、９bit、８bitのデータ長となる。これを図５の
ように結合させて、一つの２６bitデータとして扱うこ
とで、一回の血圧情報は４byteに収まることになり、例
えば１２８byte（１０２４bit）の記憶容量を持つ記憶
装置に記憶する場合では、最大３２回分の血圧情報の記
憶ができることになる。このことから、より多くの血圧
情報を記憶することができ、また、記憶に要する時間も
短縮できるため、記憶手段の部品の寿命を延ばすことが
でき、また電池の寿命も延ばすことができる。
【００３５】なお、ここでは、記憶する血圧情報を最高
血圧値・最低血圧値・脈拍数の３種類のみとしたが、こ
の発明はこの３種類のみに限ったものではない。
【００３６】（実施例３）図６は本発明の実施例３の電
子血圧計の構成ブロック図である。６は、電源をＯＦＦ
する電源ＯＦＦ手段である。７は、測定を開始する測定
開始手段であり、１は、測定開始された後、血圧情報を
測定する血圧測定手段であり、８は、測定終了毎に血圧
測定手段１により測定された血圧情報を一時的に記憶す
る揮発性記憶手段である。また、９は、電源ＯＦＦ手段
６により電源ＯＦＦされたときに電源を遮断するまでに
ディレイを設けるディレイ手段であり、１０は、そのデ
ィレイ中に揮発性記憶手段８の内容を全て記憶する書き
換え可能な不揮発性記憶手段である。
【００３７】次に動作・作用について説明する。一般的
に、電子血圧計は測定した血圧情報を測定終了毎にＥＥ
ＰＲＯＭ等の不揮発性記憶手段に記憶している。しか
し、これでは、測定毎に記憶されるため、不揮発性記憶
手段に対する書き込み回数が増え、不揮発性記憶装置の
部品寿命が縮まってしまう。
【００３８】そこで、血圧測定手段によって測定された
血圧情報を、測定毎にマイコンのＲＡＭ等の揮発性記憶
手段に一時的に記憶しておき、使用者の電源ＯＦＦ操作
があったときにはすぐに電源を遮断するのではなく、一
定時間のディレイを設け、そのディレイ中に、それまで
一時的に記憶しておいた血圧情報を全て不揮発性記憶手
段に書き込むようにする。こうすることで、電源ＯＦＦ
したときにそれまでの血圧情報を全て一回で記憶できる
ことから、不揮発性記憶手段への記憶回数も減り、不揮
発性記憶手段の部品寿命も延ばすことができ、また電池
の寿命も延ばすことができる。
【００３９】（実施例４）図７は本発明の実施例４の電
子血圧計の構成ブロック図である。１１は、電源のＯＦ
Ｆと血圧測定の開始を兼用するＳＷ手段であり、動作中
に操作すると、電源がＯＦＦし、電源ＯＦＦ中に操作す
ると、血圧測定を開始するものである。１は、血圧情報
を測定する血圧測定手段であり、９は、ＳＷ手段１１に
より電源ＯＦＦされたときに電源を遮断するまでにディ
レイを設けるディレイ手段であり、１２は、そのディレ
イ中にＳＷ手段１１によって測定開始されたときは、前
記血圧測定手段１により測定された血圧情報は記憶せ
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7
ず、ディレイ中にＳＷ手段１１によって測定開始されな
かったときは、前記血圧測定手段１により測定された血
圧情報を記憶する選別記憶手段である。
【００４０】電源のＯＦＦと血圧測定の開始を兼用する
ＳＷのある電子血圧計では、電源ＯＦＦのときにこのＳ
Ｗを操作することで血圧測定が開始され、逆に動作中に
このＳＷを操作すると、測定を中断し電源ＯＦＦすると
いう動作を行う。一般的な使用方法としては、ＳＷ操作
により血圧測定を開始し、測定終了後にＳＷ操作を行う
ことで電源をＯＦＦする。その後、再度測定するときに
は、ＳＷ操作を行うことで、続けて血圧測定が可能とな
る。仮に、血圧測定中に体や腕、手首等を動かしたとし
て測定に失敗したと仮定すると、再度測定しようとし
て、測定終了後すぐにＳＷ操作して、測定開始すること
になる。このとき、従来の電子血圧計では、測定終了後
に毎回、測定した血圧情報が記憶されることから、体を
動かした等によって異常な値となった不必要なデータも
記憶されることになり、使い勝手が悪かった。
【００４１】そこで、図８のように、ＳＷ手段の操作に
よって電源がＯＦＦされたときには、電源を遮断するま
での一定時間のディレイを設け、そのディレイ中に再度
ＳＷ操作によって測定開始されたときには、前回測定し
た測定データは不必要なデータであるとして記憶せず、
ディレイ期間を越えたときには前回測定された血圧情報
を記憶する。
【００４２】こうすることで、不要な血圧情報を記憶す
ることなく、必要な情報のみ記憶することができ、使い
勝手が向上する。
【００４３】（実施例５）図９は本発明の実施例５の電
子血圧計の構成ブロック図である。１は、血圧情報を測
定する血圧測定手段であり、２は、血圧測定手段により
測定された血圧情報を一つ以上記憶する記憶手段であ
る。３は、記憶手段２に記憶された血圧情報を新しいも
のから順に送信するデータ送信手段である。
【００４４】すなわち、記憶された血圧情報を古いもの
からではなく、新しいものから送信することで、最近の
データを即座に知ることができ、使い勝手が向上する。
【００４５】（実施例６）図１０は本発明の実施例６の
電子血圧計の構成ブロック図である。１は、血圧情報を
測定する血圧測定手段であり、２は、血圧測定手段１に
より測定された血圧情報を一つ以上記憶する記憶手段で
ある。１４は、記憶手段２に記憶された血圧情報の送信
を指示する送信指示手段であり、１５は、送信指示手段
１４が一定時間押し続けられたかどうかを判定する押し
続け判定手段である。また、押し続け判定手段１５によ
って、送信指示手段１４が押し続けではないと判定され
た場合には、データ読み出し手段１６によって、記憶手
段２に記憶されている血圧情報を新しいものから一つず
つ順に読み出し、毎データ送信手段１７は、データ読み
出し手段１６によって読み出された血圧情報を一つずつ
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送信する。
【００４６】これによって、全てのデータを送信するこ
となく、必要な分だけの血圧情報を個別に送信すること
ができ、使い勝手が向上する。
【００４７】一方、１８は、押し続け判定手段１６によ
って、送信指示手段１４が押し続けと判定されたとき
に、記憶手段２に記憶されている血圧情報を全て送信す
る全データ送信手段である。
【００４８】これによって、送信指示手段の押し続けと
いう容易な方法で全てのデータを送信することができ、
使い勝手が向上する。
【００４９】（実施例７）図１１は本発明の実施例７の
電子血圧計の構成ブロック図である。１は、血圧情報を
測定する血圧測定手段であり、４は、血圧情報を結合さ
せて、一つのデータとすることでデータ圧縮を行う結合
圧縮手段であり、３は、結合圧縮手段４によって圧縮さ
れたデータを送信するデータ送信手段である。
【００５０】これによって、送信データが少なくなるこ
とから、送信に要する時間が短縮でき、使い勝手が向上
する。
【００５１】
【発明の効果】以上の説明から明らかなように、本発明
によれば以下のような効果が得られる。
【００５２】（１）記憶データを圧縮し、小さくできる
ことから、記憶に要する領域を小さくすることができる
ため、より多くの血圧情報を記憶することができる。ま
た、記憶に要する時間も短縮できるため、記憶手段の部
品の寿命を延ばすことができ、また電池の寿命も延ばす
ことができる。
【００５３】（２）それぞれの血圧情報を結合させて一
つのデータとすることで、記憶に要する領域をより小さ
くすることができるため、より多くの血圧情報を記憶す
ることができる。また、記憶に要する時間も短縮できる
ため、記憶手段の部品の寿命を延ばすことができ、また
電池の寿命も延ばすことができる。
【００５４】（３）測定毎に不揮発性記憶手段に記憶す
るのではなく、測定毎にはＲＡＭ等の揮発性記憶手段に
一時的に記憶しておき、電源ＯＦＦしたときにそれまで
の血圧情報を全て一回でＥＥＰＲＯＭ等の不揮発性記憶
手段に記憶することから、不揮発性記憶手段への記憶回
数も減り、不揮発性記憶手段の部品寿命も延ばすことが
でき、また電池の寿命も延ばすことができる。
【００５５】（４）一旦電源ＯＦＦ後に再測定した場合
には、再測定前の血圧情報は記憶しないとすることで、
血圧を測定した後、その測定中に体や腕、手首等を動か
した等で測定失敗と考えられたときには、再度測定開始
を行うことから、そのときの失敗した不要な血圧情報を
記憶することなく、必要な情報のみ記憶することがで
き、使い勝手が向上する。
【００５６】（５）新しい血圧情報から送信されること
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で、本当に知りたい最近のデータを即座に知ることがで
き、使い勝手が向上する。
【００５７】（６）送信指示手段を設け、その操作によ
ってデータを送信できることから、必要な分のデータの
みを送信することができ、使い勝手が向上する。また、
送信指示手段の押し続けによって、全データを送信する
ことができることから、容易に全てのデータを送信する
ことができ、使い勝手が向上する。
【００５８】（７）それぞれの血圧情報を結合して、一
つのデータとし、これを送信することで、送信データが
少なくなることから、送信に要する時間が短縮でき、使
い勝手が向上する。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施例１における電子血圧計の構成ブ
ロック図
【図２】同血圧計の血圧情報の記憶形態との比較を容易
にするために設けた図
【図３】同血圧計の血圧情報の記憶形態を説明する図
【図４】本発明の実施例２における電子血圧計の構成ブ
ロック図
【図５】同血圧計の血圧情報の記憶形態を説明する図
【図６】本発明の実施例３における電子血圧計の構成ブ
ロック図
【図７】本発明の実施例４における電子血圧計の構成ブ
ロック図
【図８】同血圧計の電子血圧計の動作概略を説明する図
【図９】本発明の実施例５における電子血圧計の構成ブ*
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*ロック図
【図１０】本発明の実施例６における電子血圧計の構成
ブロック図
【図１１】本発明の実施例７における電子血圧計の構成
ブロック図
【図１２】従来例の電子血圧計の構成ブロック図
【図１３】従来例の通信機能付き電子血圧計の構成ブロ
ック図
【符号の説明】
１  血圧測定手段
２  記憶手段
３  データ送信手段
４  差分圧縮手段
５  結合圧縮手段
６  電源ＯＦＦ手段
７  測定開始手段
８  揮発性記憶手段
９  ディレイ手段
１０  不揮発性記憶手段
１１  ＳＷ手段
１２  選別記憶手段
１３  送信指示手段
１４  押し続け判定手段
１５  データ読み出し手段
１６  毎データ送信手段
１７  全データ送信手段

【図１】

【図２】
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